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11
月
の
主
な
行
事
予
定 

 
11
月
７
日(

土)

第
一
回
み
ん
な
で
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を
演
奏
し
よ
う 

（
芳
賀
公
民
館
ホ
ー
ル
） 

11
月
８
日(

日)

第
一
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ア
ッ
プ
講
座 

「
対
話
法
入
門
」（
芳
賀
公
民
館
ホ
ー
ル
） 

 

-19- 

寒
念
仏
供
養
六
地
蔵
石
幢 

上
武
国
道
の
小
神
明
信
号

か
ら
南
下
し
て
、
し
ば
ら
く

進
む
と
右
側
に
小
神
明
霊
園

が
見
え
ま
す
。
昔
は
大
墓
場

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に

お
墓
を
整
備
し
て
先
祖
の
霊

を
お
祀
り
し
ま
し
た
。
こ
の

霊
園
入
口
の
南
脇
に
寒
念
仏

供
養
と
六
地
蔵
が
一
体
と
な

っ
た
、
と
て
も
珍
し
い
石
造
物

が
あ
り
ま
す
。芳
賀
町
誌
に
よ

る
と
、
こ
の
石
塔
は
高
さ
１

５
１
㎝
、
幅
49
㎝
の
多
層
塔

で
、
今
か
ら
２
６
５
年
前
の 

 

１
７
５
５
（
宝
暦
５
）
年
に
造

ら
れ
、
当
時
の
小
神
明
村
の

人
々
が
奉
納
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

寒
念
仏
供
養
は
地
域
に
よ

っ
て
念
仏
の
唱
え
方
や
方
法

は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
一
般
的
に
は
寒
中
30
日

間
、
夜
に
諸
所
を
巡
り
な
が 

ら
、
鉦
（
か
ね
）
を
た
た
き
念 

仏
を
唱
え
な
が
ら
歩
く
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村

の
堂
に
講
中
（
こ
う
じ
ゅ
う
）

が
集
ま
っ
て
、
和
讃
（
わ
さ 

ん
）
や
念
仏
を
唱
え
る
方
法 

   

も
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
寒
中
の
念
仏
は
難
行

で
功
徳
（
く
ど
く
）
が
大
き
い

と
信
じ
ら
れ
て
、
民
間
に
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
難
行
は
も
と
も
と

僧
侶
の
修
行
だ
っ
た
も
の
の

よ
う
で
す
。 

 

六
地
蔵
は
、
お
地
蔵
様
が
、

死
後
に
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、

修
羅
、
人
間
、
天
上
の
六
道
を

輪
廻
（
り
ん
ね
＝
迷
い
の
世

界
を
生
き
変
わ
り
・
死
に
変

わ
り
す
る
こ
と
）
す
る
命
あ

る
も
の
を
救
う
と
い
う
、
六

地
蔵
信
仰
に
よ
る
も
の
で
、 

お
墓
の
入
口
な
ど
に
六
体
の 

地
蔵
が
並
ん
で
い
る
こ
と
は 

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

石
幢
の
特
色
は
、
六
角
の 

基
礎
に
寒
念
仏
供
養
の
文
字 

が
彫
ら
れ
、
六
角
柱
の
幢
身

に
六
角
形
の
中
台
を
乗
せ
、

そ
の
上
に
六
角
柱
の
一
面
に 

一
体
ず
つ
六
体
の
地
蔵
が
彫 

ら
れ
た
龕
部
（
が
ん
ぶ
）
を

乗
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
他

に
類
の
な
い
こ
の
石
幢
は
、

奉
納
し
た
ご
先
祖
様
が
村
中 

か
ん
ね
ん
ぶ
つ
く
よ
う
ろ
く
じ
ぞ
う
せ
き
ど
う 

 

 

 

 

 

霊
園 

上武国道 

大正用水 

上武小神明信号 

長岡菊三郎の生誕地 

 

の
平
和
と
繁
栄
を
祈
っ
て
、 

遺
さ
れ
た
大
切
な
も
の
で
す
。 

 

生
涯
学
習
奨
励
員 

 
 
 
 
 
 
 

牧
野 

進 

    

小神明霊園 

位置図 

 


